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議長任期について

○過去の議論の経過

○全国市議会議長会による市議会の活動に関する実態調査結果より抜粋

【平成 28 年 11 月 11 日 条例等検討分科会】

議長任期について委員に意見を求めたところ、「２年制が全国的な通例であり、１年と

いうのは中途半端」という意見や、「これまでどおり１年でよい」という意見と、「もう少

しやる必要があれば再度、立候補し、継続していってはどうか」という意見があった。ま

た、継続という意見に対して、他市の事例を出し、「議長に居座るのはどうか」という意

見もあった。

本件については、（平成 28年 11 月 11 日時点で）１年ということで確認され、次回の選

挙後（今期）に改めて議論を願うこととされている。
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○県内市議会正副議長任期

市名 議長 副議長 備考

伊勢市 １ １ 慣例により１年で選挙（任期は４年）

桑名市 １ １

いなべ市 ２ ２ 平成29年改選後から

四日市市 １ １

鈴鹿市 １ １

亀山市 ２ １ 平成30年改選後から

津市 ４ ４
平成24年から２年任期であったが、

平成30年の改選後から任期の申し合わせを撤廃

松阪市 １ １

鳥羽市 ２ ２ 議長：平成23年から 副議長：平成29年から

志摩市 ２ １ 平成29年改選後から

伊賀市 １ １

名張市 １ １

尾鷲市 １ １

熊野市 １ １
平成30年改選後から原則1年、

ただし再任を妨げないと申し合わせを変更

県名 議長 副議長 備考

三重県 ２ １ 議長・副議長ともに申し合わせによる


